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第１回 旧中谷第二小学校利活用を考える 

でもどんな活用方法があるの？ 

オープントーク！ 
第一回となる今回は「活用方法の可能性」 という

テーマで、トークセッションを行います。小学校の利

活用について、4人の専門家をお招きし、これまで

活動を進めてきた方々や、地元の皆さまと一緒に、 

オープンな場でお話ししたいと思います。 イベント

終了後には、お茶、軽食のふるまいもありますので

ぜひお越しください。（参加無料です） 

場 所：石川町旧中谷第二小学校（石川郡石川町中田字八又 396-1） 

登壇者：来生 ゆき（株式会社 TOOLBOX） 

佐藤 純一（株式会社 SuMiKa 事業開発担当取締役 ） 

新井野 翔子（エアロセンス株式会社） 

山田 岳人（株式会社大都代表取締役、DIY FACTORY運営 ） 

モデレーター 

矢部 俊男（森ビル株式会社 都市開発本部 メディア企画部部長） 

日 時：2017 年 2 月 25 日（土） 

13：00 ～ 15：00（12：30 開場） 

こんな素敵な小学校が 

使われずにいるのはもったいない 

石川町の魅力アップにも 

つながると良いよね！ 

Ｓ 

主催：旧中二小利活用特設委員会 

お問い合わせ：0247-56-1063（三森） 

後援：石川町、中田区、中田里づくり委員会 

参加無料！ 

（50音順・敬称略） 



来生 ゆき（株式会社 TOOLBOX） 

1977年生まれ。神奈川県出身。 

千葉大学大学院 建築学科卒業後、イデーアールプロジェクト入社。「世田谷ものづくり学校」の廃校活用事

業立ち上げに関わる。築古物件をリノベーションして収益賃貸物件化する事業に携わり、2010年より、現職。

こだわりの不動産物件を紹介するwebサイト「東京R不動産」グループの一員として賃貸物件の企画、改装、

営業、管理に携わる。URの「カスタマイズUR」の企画立ち上げにも参加。現在は、建材、パーツ小物の通販

及び、家づくりにまつわる情報を発信するwebサイト「toolbox」の運営を中心に、建築・不動産の分野をつな

ぐ役割として、企画や情報発信を行っている。 

佐藤 純一（株式会社 SuMiKa 事業開発担当取締役 ） 

大学卒業後、大手電機メーカーの研究開発部門に従事。その後、エンジニアとしてシステム技術系ベンチャー

企業の立ち上げに参加。R&D、プロダクション、品質保証、コンサルティング、パートナーサポー トなど、ソリュー

ション全般に対するマネージメントを担当。学生時代から一貫し、多様なメンバーでの協働作業となるプロジェク

トワークが大好きで、2004 年にはチームワーキングをテーマとした株式会社 トラストコンベクションを創業。金融

業や製造業における数千人規模のプロジェクトマネージメントの リードから、インターネットでのチームワークプラッ

トフォーム：echo の開発まで、より多くの人がチー ムワークの楽しさや充実感を得られるための様々なサービス

を提供。2011 年、ビジョンに共感した面白法人カヤックに企業ごと合流。執行役員に就任。現在は、同社の

関連企業である株式会社SuMiKa（スミカ)の立ち上げに参加。同取締役に就任。これからの生活者感覚に

寄り添う、新しい家づくりに関した事業開発を進めている。 

矢部 俊男（森ビル株式会社 都市開発本部 メディア企画部部長） 

東海大学工学部土木工学科卒業。コンサルタント会社等を経て、1998 年森ビル株式会社入社。現在、

森ビル株式会社 都市開発本部 計画統括部 メディア企画部 部長。六本木ヒルズ開発における都市開発

プレゼンツールの開発・企画担当、都市の未来の視覚化・東京ジオラマ等の制作、都市開発・シティーセール 

スにおけるコミュケーションツールのソフト開発業務などに従事。 

・国土交通省 不動産見本市プロモーションに関する企画提案・運営遂行業務プロデューサー (2014) 

・経産省 新デジタルデバイス等連携型技術研究会 委員 (2014) 

・文化庁 メディア芸術コンソーシアム事業 事務局長 (2009-2014) 

・二地域居住等の推進に向けた有識者委員会(2016-)

等を歴任 

山田 岳人（株式会社大都代表取締役、DIY FACTORY 運営） 

1969年11月生まれ。石川県出身。 
大学卒業後、リクルートに入社。6年間の人材採用の影響を経て1937年創業の総合金物工具商社、大都に
入社。2002年にEC事業を立ち上げる。2011年に代表取締役に就任。 
（社）DIY協会が認定する「DIYアドバイザー」の資格を持つ。 

登壇者プロフィール（50音順・敬称略） 

新井野 翔子（エアロセンス株式会社） 

野村證券勤務後、自動運転ベンチャーZMPに入社、現在はZMPとソニーの自律型無人航空機(以下「ドロー
ン」）ビジネスを行うジョイントベンチャー「エアロセンス」にて営業・事業推進を担当。 
ドローンとクラウドサービスを組み合わせた産業用ソリューションの提供を通じて、より効率的なモニタリング・測量・
管理・物流等を実現し、環境に配慮し安心して暮らせる社会の構築に貢献を目指している。 

モデレーター 


